
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都社会人大学校 

第８号 2018年９月 

北近畿校運営委員会 

事務局発行 

昨年の公開講座でも大好評だった

京都市交響楽団のメンバーによる演

奏会。 

高い演奏技術と興味深いトークで、

元々音楽好きの方々からも、ほとんど

クラッシックに縁のなかった方々か

らも、「遠くへ行かなくても、たびた

夏バテ回復・気分転換に  
心地よいメロディーと 
楽しいトークで過ごすひとときを 

いかがですか？ 

第 4回 美術鑑賞講座 ― 

日本美術史（1） 日本的表現の成立 

8月 13日／講師：真鍋宗平氏 

 

今回は突如の会場変更で、ご迷惑を掛けました。会場は新町

商店街に設置されている吹風舎
ふ く ち し ゃ

という、公立大学の街角キャンパ

スで、こじんまりしていて、参加者からは、好評でした。 

真鍋先生のお話は、第 1 回、2 回で現代から古代へとたどった

西洋美術史の後を受けて、土偶などの石器時代から、日本画の

成立までを、大陸文化の影響が残る古い時代から、日本の風景

を独自の方法で表現する日本美術の成立を一枚一枚のスライド

を観ながら、確認していくというものでした。そうした中で、長谷川等

伯の楓図と松林図を比較しながら、スンポンサーに好感の持てる絵

と自分の本当に書きたい絵とを描き分けていたのでは、という指摘

は圧巻でした。 

さいごに、謡曲の高砂が、高砂、鳴尾、住吉と船で入ってきたと

きの風景を謡ったものという由来とともに、真鍋宣先生ののども聴か

せて頂きました。 

第 4回 健康講座 ― 

生活習慣病の予防医学 
8月 24日／講師：東照正 先生氏 

 

講義のサブタイトルは「メタボからロコモ・サルコペニア・フレイル

へ」。ロコモまではわかるけれど、「サルコペニア」「フレイル」

は？？？。教室の中の何人かはご存知のようでした。「ロコモ」

も比較的最近に聞くようになったと思いますが、健康寿命を保

つために様々な対応、研究が進む中で、新しい言葉が出てくる

のかなあと感じました。 

健康な状態から、日常生活でサポートが必要になるまでの

中間の状態が「フレイル」だそうです。「なにかおかしい（活力低

下、慢性疾患、…）」この状態に早く気づき適切な支援を得

る、要介護状態に移行しないように運動習慣を身につけること

が大切、それを継続するにはやっぱり人とのかかわりが重要のよ

うです。 

先生の日頃の運動の様子を動画で見せていただいたり（ジ

ムへ行くとお金がかかるので、その辺にある机・棚・椅子を駆使

してトレーニングされています。できるもんだ！）、生活の中で

簡単にできる運動も実技入りで教えていただきました。最後に

質問時間をたっぷりとっていただきましたが、30 分の質問時間

でも足らなかったようです。居残りで質問する人も。 

運動が健康に良いことはわかります。
が、一人では継続が難しい。かといって
スポーツジムに行くのはお金がかかる。
変形性膝関節症、頚椎症があってドク
ターから重いものは持ってはいけない、
ダンベルはいけないと言われました。自
分にあった運動がわからないでいます。
高山先生に教わった運動はいくつか、
毎日 20分位ですが行っています。 

お盆にもマケズ、暑さにもマケズ、

会場変更にもマケズ！ 

 

大変興味深く、おもしろい講義で
した。長谷川等伯の松林図は本当
に好きで心ひかれるのですが、少し
謎がとけた気がします。 

秋の公開講座 

復習が大事！ 

今年度の各講座も 8 回の内 4 回が終了

しました。アッという間ですね。 

受講後の感想に、ただ受講して「面白か

った」だけでなく、「帰って復習します」

などの記述もたくさんあり、学ぶ意欲に

敬服します。大事な時間とお金を使って

来ているのですから、あやふやなままで

終わるのはもったいないことです。忘れ

ないうちに復習する、子どもの頃には口

酸っぱく言われたことですが、いくつに

なっても大切です！ 

要望事項として ①お盆の開講は避け

てほしい ②マイクの使い方のせいか聞

き取りにくく残念、の声が届いています。

①については次年度の検討課題、協議改

善したい、② については今後も講師陣に

お伝えしていきます。 

今年度も折り返しということで、運営員委

員会では来年度の講座の検討を始めていま 

新 運営委員さん募集中！ 

 

び、こういう機会がほしい」との声

をたくさんいただきました。 

今年も京響のメンバーに快く引

き受けていただきました。この機

会にぜひ、名曲に耳を傾けていた

だきたいと思います。 

 

10月 14日開講 

案内チラシを 

ご覧ください。 

す。新しい講座を一つ増やす方向です。そこで、

講座の運営のためにもう少し運営委員を増やし

たいと考えています。「やってみよかな‥」とチ

ラッとでも頭をよぎったアナタ！ ぜひ運営委

員（受付している人）に声をかけてください。 

 

【運営委員の主な活動】 

・講座を１～２担当し、受付、司会、記録、等。 

・運営委員会（おおむね月 1回）で課題の検討。 

・広報に努める など。 

 

 無報酬ですが、活動に必要な交通費などの実

費は支給されます。そのほか、お気軽にお尋ねく

ださい。 

 

  

 

公開講座参加入場券を、受講生お

一人様１枚に限り、前売り価格よりさらに

200 円引きで、各講座の受付で取り扱いま

す。ご利用ください。 

 

◆ 前売り価格（一般 1,500円）での枚数制限はあ

りませんので、ご家族やお友達への普及に、ご協力

よろしくお願いいたします。 

受講生特別割引 

 

少子高齢化になり、地域には高齢者
が残り、将来的には高齢者同士が支え
合いをしなければならなくなってきます。
（中略）健康な人はより健康に、病気を
持ちながらでも地域で元気に過ごせるよ
うに、働きかけをしていますが、やはりコツ
コツと伝えていくことが大切なのだなと実
感しました。 

歴史と美術作品のつな
がりが少しわかりました。長
谷川等伯、数年前に作品
展を観たのですがもう一度
観たくなりました。 

これまで、あらきれい！ 
あらステキ！ としか見てい
なかった作品の裏にある
作者の人格や人生があっ
てこそなのだと、お話を聞
いて思いました。 



 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 3回 自然科学講座 ― 

地球温暖化と異常気象 

7月 19日／講師：杦本育生氏 

 

今回の講座は、7 月 7 日に京都府南丹市以北に大雨特

別警報が出され、解除 2日後からは猛暑に突入するなど変動

の激しい季節の中で開催されました。 

大手保険会社の個人向け火災保険の期間が、これまで最

長 36 年であったのが 10 年に限定されるようになった。大雨に

よる田畑への浸水で、主産地の北海道でジャガイモがほぼ全

滅し、ポテトチップスが工場で生産できなくなった。これらは気候

変動（地球温暖化）の結果であることを説明され、私たちに

身近なことから講義に入られました。 

この現象は日本だけでなく、他に、乾燥化、それに伴う山火

事や水不足、氷河の後退、サンゴの死滅、海面上昇、スーパ

ー台風の出現などが、世界各地で起こっており、自然現象だけ

では説明のできないものとなっていて、私たちのくらしや経済に大

きな影響を与えています。原因は人間がおこしたものであると言

えます。産業・生活活動による二酸化炭素の増大が一番大き

な原因であることは、ほぼ世界の常識となっています。このことか

ら、気候変動は人間の手で止めることが不可能ではないこと

も、世界の動きになっていると強調されました。 

 

第 4回 自然科学講座 ― 

無生物にも遺伝子検査？  
これぞ究極の真贋判定 

8月 16日／大島惇氏 

  

第１回の「バイオテクノロジー分野の歴史的発見及び発

明」に続いての２回目の長浜バイオ大教授 大島惇先生の講

義です。 

今回は、タイトル「無生物から遺伝子検査？」そのものか

ら？？？の連続。まずは一通り遺伝子・ＤＮＡとは何かを学

び、ＤＮＡの構造を理解できました。 

そのＤＮＡの構造を利用しての、無生物にＤＮＡインクに

よるＤＮＡ情報の付与という全く新しい世界について学びまし

た。無生物（例 時計や真珠）の真贋判定の手段としてＤ

ＮＡが利用可能であるそうです。実験室で行われるＰＣＲ

技術やアガロース（寒天）電気泳動によるＤＮＡ確認など、

さながら実験室を再現するような講演をいただきました。 

時間とコスト問題を克服して、日本産真珠の真贋を見極め

る日を目の当たりにしたいものです。 

第 4回 歴史講座 ― 

内村鑑三「日清戦争の義」から「非戦論」へ 
8月 8日／講師：井口和起氏 

 

今回の講座は、内村鑑三を通して、明治の人達の思いを見

てみようというものです。鑑三に限らず、明治の人達、とりわけ市

井の人達は、外国に伍した国でありたいとの気概から、英語など

は２年程でマスターしたということです。そしてこの英語力を駆使

して、日本のことを外国に紹介したように、外へ出ようとしていた

ということです。 

他方私見ですが、国家指導層は欧米諸国のグローバルリズ

ムに呑み込まれる恐怖から（富国）強兵に走ったと思います。

鑑三は非戦論者として知られていますが、日清戦争は正義の

戦争であって、欲得のためではないと、ヨーロッパに向けて発して

います。しかし、結果としてこの戦争で勝利した日本は、台湾を

領土にし、賠償金をとり、隣人として近代化させる筈の朝鮮に

対しては支配権を手に入れました。鑑三が日清戦争後の日本

の堕落ぶりを憤っているのは、キリスト教徒としての生き様に反し

た国になろうとしていることに対してではないでしょうか。 

鑑三が非戦論者になったのは、聖書、特に新約聖書によると

ころが大きいと、自身の著で述べています。この著の中で、キリス

ト教国であるアメリカが戦争によって世界に影響力を強めて以

降としていることを見抜いているところは、世界全体の動きを見

つめているもので、さすがだと思いました。鑑三の非戦に対する

教えは聖書よりも、マサチューセッツ州で 20 年間愛読した、平

和主義を訴えていた「スプリングフィールド共和新聞」によるところ

が大きかったかも知れません。この面からみると、権力と距離を

置くマスコミの存在は、いつの世でも必要不可欠なものだという

ことを感じました。また、社会主義者の非戦論とは一線を画して

いたことの背景については、もう少し時間があればと思いました。 

今日は難しかったです。しかし、「義
の為の戦争」非戦論等の考え方を
外へ発信しているところに、現代人に
はない逞しさ、純粋さがうかがえて、
義士だなあと感じました。 

毎回「難しいけど楽しい」が実感で
す。とりあえず内村鑑三のプロフィール
を調べて少しその人となりを予習して
…の毎回です。講義を終えてから、そこ
から又広がれば（自分の中で）いいと思
っています。 

岡倉天心の名前は高校
の日本史か美術史で聞い
て以来、なぜか受験知識と
してのみ頭に残っていまし
た。しかしこのような時代背
景を基に史論を展開してい
たことを学んで、少し天心を
深く理解、否、知

・

っ
・

て
・

よかっ
たです。 

いろいろなことをいっぱい教えてい
ただいて少しパニックですが、資料を
もう一度読んでみます。わかるかどう
か、心配、心配…。 

統制された情報ではなく現地で感
じられた情報なので大変おもしろく聞
かせてもらいました。 

中国深圳のプロジェクト、一帯一路
の事業も日本人の感覚ではとらえきれ
ないスケールと思います。１３億の民の”
しあわせ”を追及していくことは並大抵
ではないのでは…。中国という国は分
らないという言葉をよく聞きます。奥が
深く興味が尽きない国です。 

内村鑑三の非戦論を読みながら、
何か痛々しいものを感じました。明治
という時代と同調するとき、人々の心
の中におこった痛々しさの真髄よう
な気がしました。 

テンポの良いお話で、むずかしいことで
もわかったような気になって次々とお話と
聞きました。内容はとてもむずかしいと思
いました。 

今現在、どんなことが起こっているかを
わかりやすく説明してもらい、よく理解でき
た。地球温暖化を防ぐことの大切さを感
じました。 

ここ数年、福知山も災害に苦しめられて
います。私も毎回、畑を失っています。また、
災害市民サポーターを務めさせていただい
ています。今回は災害にあわれた方のお宅
に伺いましたが、畑以上に、失われた物の
大きさに息をのみます。温暖化に尽きると
は思いますが、私のできることを少しずつ、
我慢しながら毎日を過ごしていますが、未
来が不安です。 

第 4回 時事問題講座 ― 

21世紀のシルクロード現場からの報告 

8月 7日／講師：奥川櫻豊彦
お と ひ こ

氏 

 

 

 

 

 

 

中国深圳大学客員教授として教鞭をとり、社会学の研究者

として活躍されている 奥川櫻豊彦先生の講義を受けました。 

「シルクロード」と聞いて想像はしておりましたが、やはり、中国

の経済政策・一帯一路のことでした。中国は 1980 年代の終

わりにそれまでの国営企業９８％の計画経済から市場経済に

移行。2015 年に AIIB(アジアインフラ投資銀行)を作り、イン

フラ建設やエネルギー資源開発にあて、現在アメリカ、台湾、日

本などを除く 84 か国が加盟しているそうです。 

一帯一路とは、中国主導型の地域経済協力メカニズムで、

新疆、中央アジア、中東、ヨーロッパなど陸路、海路の輸送路

のことで、中国の習近平が進める国家プロジェクトです。取り残

されていた中央アジアの開発途上国が国際経済に参加、インフ

ラ整備により貿易、経済の自由化を進めています。 

一帯一路と日本（安倍政権）との関係、中国の権力構

造、中国国内の経済状況（私企業と国営企業、貧富の格

差）などの質問がありました。 

今後の中国の経済動向は見逃せないと感じました。 

 

 

現代は世界のあらゆる状況がテレ
ビなどを通して伝わってくる。すばらし
いと同時に恐ろしくもある。一帯一路
も知った時には驚き感動した。これは
昔のシルクロード現代版だと。 
けれど今は大丈夫かなと思う。人

類はどこまですすむのだろうか。伝染
病は? 世界の交流が盛んになると当
然細菌も移動する。地球環境は? 
異常気象が増えている。一帯一路の
せいというわけではないが環境は破
壊されるだろう。 

はじめは、チンプンカンプンでしたが、イラ
スト入りで教えてもらえて途中からよくわか
るようになり、面白かった。 

バイオ実験の経験がある者でないと、今
日の話をイメージするのが、難しいのでは
ないか。長浜バイオ大学が国庫補助を貰
えないのに色々がんばっておられるのは良
くわかりました。（現場の苦労？とかいったも
のか） 

まったく知識のない専門分野・専門用
語の洪水でしたが、ＤＮＡから、実際の社会
で応用されることの一端を学び、興味深
いレクチャーでした。 


